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21．99・’rc・GSA動物実験での至適投与量の検討
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　99mTc－GSAは肝実質細胞のアシアロ糖蛋白受容体と

の特異的結合を集積機序とし，肝細胞量を反映した

機能評価を可能とする．動物モデルでは，静注投与

後の血中放射能活性の変動は単純な1指数関数に回帰

することができ，その消失率Kを99mTc－GSAの動態

指標として利用できる．しかし，少量投与ではK値

は投与量と無関係（dose　independent）であり，肝細胞

量よりも肝血流依存性である．これを避けるために

はK値が投与量により変動する，dose　dependentな大

量投与が必要である．99mTc－GSAの動物実験における

至適投与量を明らかにするための検討を行った．

　対象：無処置ラット，および全肝照射マウスであ

る．

　方法：99mTc－GSAを頸動脈より急速静注，2，4，

6，8分後に採血し，各試料の血中放射能活性の1指

数関数回帰によりK値（Min『i）を求めた．各種投与

量でのK値の変動をみた．

　結果：350g体重ラットについて投与量0．21　mg／

kg，　O．42　mglkg，0．83　mg／kgではK値はそれぞれ

0．40，0．42，0．39であり，この投与量域ではdose　in－

dependentであった．1．67　mglkg，3．33　mg／kg，6．66

mglkgではそれぞれO．21，0．15，0．07であり，この投

与量域ではdose　dependentであった．10Gy全肝照射

マウスでは投与量0」6mg／kgでは照射前後に，　K値の

変動は見られなかったが，投与量L25　mg／kgでは平

均0．30から0」5へとK値の有意な減少を認め，肝

細胞障害を反映すると考えられた．

　結論：少量投与時のK値は血流依存性であり，固

有肝機能を知るためにはラット1．67mglkg，マウス

L25　mglkgが投与量として適切であった．

22．アシアロ肝シンチグラフィを用いた原発性胆汁

　　性肝硬変に対する治療効果の評価
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　原発性胆汁性肝硬変（PBC）の治療に関してウルソ

デオキシコール酸（UDCA）による治療が行われている

が，PBCの病態の改善や予後に対する評価は未だ不

明である．今回，アシアロ肝シンチを用いてPBCの

重症度の判定およびUDCAによる治療効果の評価を

行った．

　対象・方法：対象はPBC　34例（Scheuere分類1期

13例，II期12例，　III期4例，　IV期5例）である．そ

のうち15例にUDCA治療を行い，治療前後でアシ

アロ肝シンチを行った．アシアロ肝シンチは99mTc－

GSA　l85　MBqを静注し，20分間データ収集を行い，

従来通りの方法でLHL15，　HHI5を算出した．さら

に，2コンパートメントモデル解析法を用い，血液か

ら肝への移行速度Klと肝から血液への移行速度定数

K2の比（K，1K2）およびGSA　3　mgを投与した場合の肝

のGSA分布容量（VL）を算出した．

　成績：LHL15の平均はPBC：0．93，慢性肝炎：

0．94，肝硬変：0．84であり，HH15の平均はPBC：

052，慢性肝炎：0．52，肝硬変：0．71であった．LHL15

はScheuere　I期からIII期では有意差を認めなかった

が，IV期では有意に低下していた．　HHl5は1期か

らIII期では有意差を認めなかったが，　IV期では有意

に上昇していた．UDCA投与前後におけるLHL　I　5は

15例中10例で上昇，5例で低下し，HH15は15例中

10例で低下，5例で上昇していた．Ki／K2は15例中

10例で上昇，5例で低下し，VLは15例中10例で上

昇，5例で低下していた．

　結語：アシアロ肝シンチグラフィは原発性胆汁性

肝硬変の重症度の判定のみでなく，その治療効果の

評価にも有用であった．
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